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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
北
海
道
地
方
に
お
け
る
古
典
芸
能
の
展
開
を
、
長
唄
、
日
本
舞
踊
の
師
匠

か
ら
の
聞
き
取
り
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
聞
き
取
り
は
、
執
筆
者

が
北
海
道
後
志
地
方
に
お
い
て
母
の
代
か
ら
地
域
の
人
々
に
三
味
線
音
楽
、
日
本
舞
踊

を
指
導
し
て
き
た
杵
屋
彌
三
恵
（
花
柳
多
喜
紫
恵
）
氏
へ
お
こ
な
っ
た
。

　

古
典
邦
楽
の
中
で
特
に
長
唄
は
習
得
者
の
裾
野
が
広
い
と
言
わ
れ
る
。
日
本
舞
踊
の

花
柳
流
も
、
同
様
の
規
模
で
全
国
に
習
得
者
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
古
典
芸
能
の
習
得
、

指
導
、
お
よ
び
実
演
に
関
し
て
は
、
家
元
や
著
名
な
実
演
家
の
芸
歴
を
通
し
て
広
く
知

ら
れ
て
い
る
。
東
京
、
大
阪
な
ど
の
都
市
を
拠
点
に
す
る
、
家
元
な
ど
一
門
を
率
い
る

人
物
の
動
向
や
、
劇
場
で
の
公
演
記
録
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
流
派
の
起
こ
り

か
ら
継
承
、
分
派
の
系
譜
の
み
な
ら
ず
、
名
人
と
呼
ば
れ
る
著
名
な
演
者
の
事
蹟
や
実

演
上
の
特
徴
は
、
多
く
の
文
献
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
研
究
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
。

　

一
方
で
、
流
派
一
門
を
構
成
す
る
中
堅
層
（
名
取
、
師
範
と
よ
ば
れ
、
弟
子
に
指
導

す
る
立
場
に
あ
る
者
）
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
把
握
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情

で
あ
ろ
う
。
特
に
流
派
の
活
動
拠
点
で
は
な
い
、
地
理
的
に
み
れ
ば
都
市
で
は
な
く
地

方
地
域
で
活
動
す
る
実
演
家
の
芸
歴
や
地
域
の
人
々
と
の
関
係
、
展
開
な
ど
は
記
録
に

乏
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
習
得
者
の
裾
野
が
広
い
古
典
芸
能
の
う
ち
長
唄
、
花
柳
流
の
師

匠
の
聞
き
取
り
を
中
心
に
、
杵
屋
六
麗
子
氏
、
杵
屋
彌
三
恵
氏
の
芸
歴
を
通
し
て
、
自

身
の
稽
古
と
弟
子
へ
の
指
導
、
お
よ
び
地
域
と
の
関
係
か
ら
、
そ
の
事
績
の
一
端
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

な
お
、
対
象
と
す
る
個
人
の
生
い
立
ち
や
家
庭
環
境
を
、
地
域
の
特
徴
も
含
め
て
記

録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
典
邦
楽
と
浸
透
性
や
習
得
者
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
本
稿
は
試
論
的
な
要
素
も
含
ん
で
い
る
た
め
、
個
々
の
事
績
を
積
み
重

ね
て
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
時
代
の
記
録
と
し
て
、
ま
た
地
域
に
お
け
る
様
相
の

一
端
を
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
二
名
の

経
歴
な
ど
の
う
ち
、
記
録
と
し
て
確
認
で
き
な
い
も
の
は
被
調
査
者
の
記
憶
に
よ
っ
て

構
成
し
た
。
正
確
な
年
月
を
確
証
づ
け
る
こ
と
は
優
先
せ
ず
、
特
定
可
能
な
時
代
背
景

と
し
て
考
え
る
た
め
の
一
助
と
し
た
。

一　

杵
屋
六
麗
子
氏

（
一
）
生
い
立
ち
と
地
域

　

杵
屋
六
麗
子
氏
は
、大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
三
人
姉
妹
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。

父
親
は
倶
知
安
町
で
炭
、
た
ば
こ
の
商
い
を
し
て
い
た
が
、
も
と
は
磯
谷
の
ニ
シ
ン
漁

網
元
で
あ
っ
た
。

北
海
道
地
方
に
お
け
る
古
典
芸
能
の
稽
古
と
指
導　
―
長
唄
師
匠
の
聞
き
取
り
を
中
心
に
―

半　
　

戸　
　
　
　
　

文
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明
治
中
期
に
お
け
る
磯
谷
は
、
漁
業
の
盛

ん
な
後
志
地
方
に
位
置
し
、近
隣
郡
（
寿
都
、

島
牧
、
歌
棄
）
の
な
か
で
も
っ
と
も
船
舶
保

有
数
、
ニ
シ
ン
の
漁
網
の
設
置
数
が
多
く
、

郡
内
人
口
の
う
ち
六
割
強
が
漁
業
従
事
者
で

占
め
ら
れ
て
い
た

（
一
）。

こ
の
地
方
に
お
け

る
ニ
シ
ン
漁
は
、
江
戸
時
代
よ
り
盛
ん
で
あ

り
、
嘉
永
元
年
に
は
全
道
の
鰊
総
収
穫
高
二

十
万
石
の
う
ち
、
磯
谷
を
含
む
北
後
志
の
み

で
十
万
石
以
上
あ
り
、
函
館
奉
行
が
「
後
志

漁
業
の
有
望
且
つ
隆
盛
な
り
し
か
を
見
る
に

足
る
べ
き
な
り
」
と
記
し
て
い
る

（
二
）。

　

江
戸
時
代
よ
り
盛
ん
な
ニ
シ
ン
漁
で
あ
っ

た
が
、
大
正
期
に
入
り
漁
獲
高
が
減
少
し
た

こ
と
か
ら
、
六
麗
子
氏
の
父
親
は
網
元
を
廃

業
し
て
、
近
隣
の
内
陸
地
域
で
は
最
も
栄
え

て
い
た
倶
知
安
町
に
移
り
、
現
在
の
二
七
六
号
線
沿
い
八
幡
神
社
の
近
く
に
居
を
構
え

た
。
家
の
仏
壇
に
は
、
地
元
の
寺
院
よ
り
も
豪
壮
な
仏
像
を
安
置
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

町
内
住
民
が
見
物
に
来
た
と
い
う
往
時
の
逸
話
が
家
に
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
網
元
の

経
済
力
を
う
か
が
わ
せ
る
一
面
で
あ
る
。

　

六
麗
子
氏
の
父
親
が
タ
バ
コ
問
屋
を
営
ん
で
い
た
事
績
は
、『
倶
知
安
町
史
』
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
大
正
期
に
お
け
る
タ
バ
コ
販
売
は
、
岩
内
、
虻
田
、
古
宇
の
三
郡

が
販
売
区
域
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
倶
知
安
町
で
は
販
売
区
域
の
「
元
売
り

さ
ば
き
人
」
と
呼
ば
れ
る
業
者
を
通
し
て
小
売
店
が
購
入
し
、
町
民
に
販
売
す
る
仕
組

み
を
と
っ
て
い
た
。
大
正
十
二
年
の
タ
バ
コ
元
売
り
本
店
は
岩
内
に
お
か
れ
、
倶
知
安

の
支
店
を
経
営
し
て
い
た
氏
の
父
親
は
、
町
内
の
十
店
ほ
ど
あ
っ
た
小
売
店
に
タ
バ
コ

を
卸
し
て
い
た
。
昭
和
六
年
に
タ
バ
コ
の
元
売
り
さ
ば
き
人
制
度
が
廃
止
さ
れ
て
販
売

が
政
府
直
轄
と
な
っ
た
あ
と
、「
函
館
地
方
専
売
局
倶
知
安
タ
バ
コ
販
売
所
」
を
自
宅
に

開
所
し
た（

三
）。

漁
業
か
ら
商
い
へ
と
生
業
は
変
わ
っ
た
が
、父
親
は
商
売
に
積
極
的
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
家
は
経
済
的
に
裕
福
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

六
麗
子
氏
は
、
両
親
の
す
す
め
で
、
姉
妹
と
と
も
に
十
歳
の
こ
ろ
、
日
本
舞
踊
の
花

柳
流
と
長
唄
を
習
い
は
じ
め
た
。
師
事
し
た
師
匠
の
流
派
、
名
前
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、

倶
知
安
町
在
住
の
師
匠
な
の
か
、
近
隣
か
ら
出
稽
古
に
来
て
い
た
師
匠
な
の
か
は
定
か

で
な
い
。
長
唄
は
の
ち
に
杵
屋
の
名
取
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
流
の
師
匠
に
つ
い
て

稽
古
を
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
時
期
の
日
本
舞
踊
の
師
匠
で
あ

れ
ば
、
踊
り
の
地
（
伴
奏
）
を
師
匠
自
ら
弾
く
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

日
本
舞
踊
の
師
匠
を
長
唄
の
師
匠
が
兼
ね
て
い
た
可
能
性
も
推
測
さ
れ
る
。

　

ま
た
姉
妹
と
も
、
古
典
芸
能
の
稽
古
だ
け
で
は
な
く
女
学
校
へ
も
通
っ
て
い
て
、
卒

業
後
に
勤
め
に
出
る
に
も
、
嫁
ぐ
に
も
十
分
な
経
歴
を
有
し
て
い
た
。
姉
と
妹
は
嫁
い

で
い
っ
た
が
、
六
麗
子
氏
は
女
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
本
格
的
に
長
唄
の
道
へ
進
む
こ

と
に
な
る

（
四
）。

（
二
）
長
唄
の
芸
歴

　

三
人
姉
妹
の
中
で
、
と
り
わ
け
芸
事
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
六
麗
子
氏
は
、
芸
で
身

を
立
て
る
こ
と
を
決
心
し
た
の
か
、
好
き
が
高
じ
て
名
取
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
の

か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
十
六
歳
こ
ろ
女
学
校
を
卒
業
し
た
の
ち
、
東
京
の
杵
屋
六
一

郎
（
六
）

の
も
と
へ
内
弟
子
に
入
っ
た
。
六
一
郎
の
弟
子
と
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
ま
で
師
事
し
た
師
匠
が
六
一
郎
の
弟
子
筋
な
の
か
、
人
を
介
し
て
話
が
つ
い
た
の

か
も
定
か
で
な
い
。
し
か
し
、
十
六
歳
ま
で
稽
古
を
重
ね
、
唄
三
味
線
と
も
に
技
量
が

認
め
ら
れ
て
、
内
弟
子
に
入
る
こ
と
が
出
来
た
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
ま
た
、

両
親
の
理
解
が
あ
り
、
家
庭
も
裕
福
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
芸
の
道
へ
進
む
環
境
が
整
っ

て
い
た
た
め
で
も
あ
る
。

杵屋六麗子氏の略歴

大正 9年 2月 20 日 生まれる

昭和 10 年 杵屋六一郎の内弟子へ入る

昭和 12 年 4 月 杵屋名取となる  

昭和 14 ～ 15 年 弟子を取るようになる

昭和 20 年秋 結婚

昭和 22 年 8 月 （彌三恵氏生まれる）

平成 6年 7月 7日 逝去
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約
二
年
間
の
内
弟
子
修
行
を
経
て
、
昭
和
十
二
年
四
月
四
日
に
、「
杵
屋
六
麗
子
」
の

名
前
を
も
ら
い
、「
宗
家
の
名
取
」
と
な
っ
た
。
写
真
１
は
、
そ
の
免
状
で
あ
る
。
宗
家

の
杵
屋
六
左
衛
門

（
六
）

か
ら
は
、「
あ
な
た
は
い
い
腕
だ
か
ら
大
成
す
る
よ
」
と
言
わ
れ

た
と
い
う
。
東
京
で
の
内
弟
子
生
活
は
、
名
取
と
な
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
免
状
を
得
た
後
に
北
海
道
へ
戻
り
、
札
幌
の
芸
妓
置
屋
に
一
、
二
年
住
み
込
ん

で
稽
古
を
重
ね
た
時
期
が
あ
っ
た
。
こ
れ
も
詳
し
い
い
き
さ
つ
は
定
か
で
な
い
が
、
芸

妓
に
な
る
た
め
で
は
な
く
、
芸
妓
へ
長
唄
を
指
導
す
る
立
場
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
、
昭
和
十
四
、
十
五
年
こ
ろ
に
倶
知
安
町
へ
戻
り
、
自
宅
を
稽
古
場
と
し
て
、

長
唄
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
六
麗
子
氏
の
技
量
を
相
対
的
に
示
す
こ
と
は
難
し
い

が
、
倶
知
安
町
で
は
「
宗
家
の
名
取
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
腕
が
確
か
な
も
の
だ
と
地

域
の
人
か
ら
評
価
さ
れ
た
と
い
う
。

　

十
代
で
名
取
と
な
り
、
地
元
へ
戻
っ
て
か
ら
は
長
唄
師
匠
と
し
て
弟
子
を
と
る
よ
う

に
な
り
、
順
調
に
歩
ん
で
き
た
が
、
戦
争
の
影
響
で
弟
子
に
稽
古
を
つ
け
る
こ
と
が
徐
々

に
難
し
い
時
期
に
さ
し
か
か
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
十
六
、
十
七
年
頃
、
目
に
病
を
疾
う
。

何
度
も
手
術
を
繰
り
返
し
た
が
、
回
復
せ
ず
に
失
明
し
て
し
ま
う
。

　

終
戦
直
後
の
昭
和
二
十
年
の
秋
に
結
婚
、
こ
れ
は
実
家
の
商
売
を
盛
り
立
て
よ
う
と

両
親
が
婿
を
迎
え
た
こ
と
に
よ
る
。
商
売
は
両
親
と
夫
が
、
六
麗
子
氏
は
長
唄
の
稽
古

を
再
開
し
、
同
二
十
二
年
に
は
彌
三
恵
氏
を
出
産
し
た
。
家
で
は
家
政
婦
を
雇
っ
て
い

た
の
で
、
妊
娠
し
て
お
腹
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら
も
、
産
ま
れ
た
後
も
、
稽
古
は
続
け

ら
れ
る
環
境
に
あ
っ
た
と
い
う
。

　

六
麗
子
氏
が
長
唄
師
匠
と
し
て
一
番
多
く
弟
子
を
抱
え
て
い
た
の
は
、
戦
後
の
芸
事

が
盛
ん
な
時
期
で
あ
っ
た
と
い
う
。
中
学
生
か
ら
年
配
者
ま
で
、
二
十
～
三
十
人
の
弟

子
が
稽
古
に
来
て
い
た
。
主
に
近
隣
商
店
の
夫
人
や
、
主
婦
が
多
く
、
男
性
の
弟
子
も

二
名
い
た
と
い
う
。

　

ま
た
執
筆
者
は
、
六
麗
子
氏
の
弟
子
か
ら
次
の
よ
う
な
話
を
聞
い
た

（
七
）。

八
十
代
の

名
取
弟
子
で
あ
る
。

　

「
勤
め
に
出
て
い
た
時
分
の
ま
だ
若
か
っ
た
頃
、
の
ん
び
り
し
た
時
代
だ
っ
た
の
で
、

昼
休
み
は
家
に
帰
っ
て
ご
飯
を
食
べ
て
い
た
の
。
そ
の
行
き
帰
り
道
に
お
師
匠
さ
ん（
六

麗
子
氏
）
の
う
ち
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
三
味
線
の
音
が
聞
こ
え
て
き
た
ん
だ
よ
ね
。

通
る
た
び
に
、
い
い
な
あ
と
思
っ
て
、
思
い
切
っ
て
入
門
し
た
」

　

入
門
動
機
は
様
々
で
あ
る
が
、
中
に
は
熱
心
に
稽
古
に
通
う
弟
子
も
何
名
か
い
て
、

名
取
と
な
る
者
も
出
て
い
る
。
六
麗
子
氏
が
は
じ
め
て
名
取
を
出
し
た
の
は
昭
和
四
十

七
年
頃
で
あ
っ
た
。
名
取
を
出
し
た
の
は
昭
和
五
十
年
頃
ま
で
の
わ
ず
か
三
年
で
あ
る

が
、
弟
子
を
取
る
よ
う
に
な
り
四
十
年
を
経
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
師
匠
で
あ

る
自
身
も
そ
う
だ
が
、
名
取
と
な
っ
た
弟
子
は
相
当
に
稽
古
を
積
ん
だ
者
と
考
え
ら
れ

る
。

　

通
常
、
北
海
道
在
住
の
師
匠
が
名
取
弟
子
を
出
す
た
め
に
は
、
宗
家
の
稽
古
場
が
あ

る
東
京
へ
試
験
を
受
け
に
行
く
の
だ
が
、
六
麗
子
氏
の
場
合
は
、
宗
家
が
公
演
な
ど
で

札
幌
へ
訪
れ
た
際
に
名
取
試
験
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
と
い
う
。
氏
は
目
が
不
自
由
な

た
め
、
名
取
志
望
者
が
出
る
度
に
上
京
す
る
の
は
大
変
だ
ろ
う
と
い
う
宗
家
か
ら
の
配

慮
の
ほ
か
、「
六
麗
子
さ
ん
の
お
弟
子
さ
ん
な
ら
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
」
と
、
そ
の
技
量

も
評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
六
麗
子
氏
の
も
と
で
長
唄
の
基
礎
を
習
得
し
、
後
年
、『
邦
楽
名
鑑
』
に
記
載

さ
れ
た
人
物
に
「
今
藤
長
利
晴
」
が
い
る

（
八
）。

他
派
で
は
あ
る
も
の
の
、
長
唄
人
口
の

う
ち
杵
屋
が
全
国
的
に
最
も
多
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
基
礎
を
他
派
で
習
得
し
、
転
居
、

転
職
な
ど
の
事
情
で
稽
古
場
を
替
え
、
新
た
な
師
匠
に
師
事
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
珍

し
い
こ
と
で
は
な
い
。

　

『
長
唄
名
鑑
』
の
編
者
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
演
者
の
技
量
に
つ
い
て
「
家
元
に
準

ず
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
」
と
し
て
お
り
、
演
者
略
歴
欄
の
師
匠
等
は
自
己
申
告
で
記

載
す
る
形
式
を
採
用
し
て
い
る

（
九
）。

多
く
の
演
者
は
現
師
匠
の
名
前
の
み
を
記
載
し
て

い
る
が
、
複
数
の
師
匠
名
を
記
載
す
る
者
も
少
な
か
ら
ず
確
認
で
き
る
。
今
藤
長
利
晴

氏
が
、
今
藤
派
の
師
匠
と
、「
杵
屋
六
麗
子
」
を
あ
げ
た
と
い
う
こ
と
は
、
六
麗
子
氏
の
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も
と
で
学
ん
だ
こ
と
が
当
人
の
中
で
重
要
な
期
間
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

六
麗
子
氏
は
、
普
段
の
稽
古
に
お
い
て
唄
、
三
味
線
と
も
に
教
え
た
の
は
当
然
の
こ

と
だ
が
、
温
習
会
で
は
三
味
線
を
専
門
と
し
た
。
演
目
の
な
か
で
、
物
語
性
の
あ
る
「
勧

進
帳
」、
唄
・
三
味
線
の
手
の
込
ん
だ
「
吾
妻
八
景
」
を
好
み
、
ま
た
演
奏
も
得
意
と
し

た
と
い
う
。

　

温
習
会
は
年
に
一
度
開
き
、
正
月
に
は
「
お
弾
き
初
め
」
を
行
っ
て
き
た
。
後
年
に

名
取
弟
子
を
出
す
よ
う
に
な
っ
て
、
弟
子
の
技
芸
レ
ベ
ル
も
上
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
温
習
会
は
倶
知
安
町
以
外
で
開
い
た
こ
と
は
な
く
、
地
域
の
中
で
活
動
を
続
け
た
。

従
っ
て
、
名
取
試
験
以
外
で
宗
家
や
他
の
師
匠
と
交
流
を
持
つ
こ
と
は
多
く
な
か
っ
た
。

地
域
で
開
く
温
習
会
は
、
彌
三
恵
氏
に
よ
る
と
、
六
麗
子
氏
生
前
は
古
典
芸
能
が
現
在

よ
り
も
は
る
か
に
盛
ん
で
、
自
ら
演
じ
な
く
と
も
観
客
と
し
て
楽
し
む
人
も
多
く
、
温

習
会
に
は
常
に
一
定
数
人
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。

二　

杵
屋
彌
三
恵
氏

（
一
）
生
い
立
ち
と
地
域

　

杵
屋
彌
三
恵
氏
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
六
麗
子
氏
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。

　

現
在
の
倶
知
安
町
は
、
羊
蹄
山
、
ニ
セ
コ
連
峰
の
ふ
も
と
に
あ
る
人
口
約
一
万
五
千

人
の
町
で
、「
ス
キ
ー
の
町
」と
し
て
知
ら
れ
る（

一
〇
）。

倶
知
安
は
、ア
イ
ヌ
の
言
葉「
ク
ッ

シ
ャ
ニ
」
か
ら
派
生
し
て
お
り
、倶
登
山
川
の
旧
名
で
あ
る
。
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）

年
に
開
墾
が
始
ま
り
、
同
二
十
六
年
に
倶
知
安
村
が
誕
生
し
た
。
明
治
二
十
年
代
後
半

に
は
小
市
街
が
形
成
さ
れ
、
林
業
、
農
業
、
製
造
業
等
に
よ
っ
て
発
展
し
た
町
で
あ
る
。

　

生
家
は
祖
父
母
（
六
麗
子
氏
の
両
親
）
の
建
て
た
八
幡
様
付
近
に
あ
り
、
商
店
と
住

ま
い
、
六
麗
子
氏
の
長
唄
の
稽
古
場
を
兼
ね
て
い
た
の
で
、
自
然
と
六
麗
子
氏
よ
り
長

唄
を
習
う
よ
う
に
な
っ
た
。
母
は
目
が
不
自
由
で
あ
っ
た
が
、
彌
三
恵
氏
の
子
育
て
は

出
来
る
限
り
自
ら
お
こ
な
い
、
子
育
て
中
も
稽
古
は
休
む
こ
と
な
く
続
け
て
い
た
と
い

う
。

　

ま
た
、
小
学
校
入
学
前
に
藤
間
流
の
稽
古
を
は
じ

め
た
。
当
時
、
倶
知
安
町
に
は
日
本
舞
踊
を
教
え
る

師
匠
は
お
ら
ず
、
ニ
セ
コ
に
藤
間
流
の
師
匠
が
居
た

の
で
、
こ
の
師
匠
に
出
稽
古
を
頼
み
、
中
学
生
ま
で

自
宅
で
稽
古
を
行
っ
た
。
中
学
卒
業
後
は
国
鉄
で
ニ

セ
コ
の
師
匠
宅
へ
通
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

稽
古
は
師
匠
の
稽
古
場
行
わ
れ
る
の
が
一
般
的
だ

が
、
裕
福
な
家
庭
の
子
女
や
夫
人
は
師
匠
を
自
宅
に

招
く
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
稽
古
が
可
能
な
程
度
の

部
屋
が
整
っ
て
い
る
家
で
、
地
域
の
人
が
集
ま
り
稽

古
を
頼
む
と
い
う
場
合
も
あ
る
。
氏
の
場
合
は
、
前

者
の
事
由
に
加
え
、
六
麗
子
氏
は
目
が
不
自
由
な
た

め
、
ニ
セ
コ
ま
で
の
送
迎
が
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

彌
三
恵
氏
は
三
味
線
音
楽
、
日
本
舞
踊
だ
け
で
な

く
、
学
校
で
習
う
西
洋
音
楽
に
も
関
心
が
あ
り
、
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
中
学
三
年
生
の
時
に
は
、
声
楽
の
後
志
大
会
で
「
帰
れ
ソ
レ

ン
ト
へ
」（
日
本
語
）
を
歌
い
優
勝
、
高
校
二
年
の
時
に
も
同
大
会
で
「
い
と
し
の
我
が

君
よ
」（
イ
タ
リ
ア
語
「O

 del m
io dolce ardor

」）
を
歌
い
優
勝
し
た
経
験
を
有
す

る
（
一
一
）。

優
勝
す
る
と
全
道
大
会
で
出
場
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
大
会
の
規

模
が
大
き
く
な
る
に
従
い
レ
ベ
ル
が
違
っ
た
と
感
じ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
経
験
か

ら
、高
校
卒
業
後
は
声
楽
の
学
べ
る
学
校
へ
の
進
学
も
考
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
。し
か
し
、

進
学
と
な
る
と
札
幌
ま
で
は
通
学
が
難
し
い
の
で
下
宿
と
な
る
。
祖
父
母
と
一
緒
に
暮

ら
し
て
い
た
が
、
六
麗
子
氏
は
一
人
娘
で
あ
る
氏
を
頼
っ
て
い
て
、「
何
で
も
好
き
な
こ

と
を
さ
せ
て
あ
げ
る
か
ら
、
遠
く
へ
は
行
か
な
い
で
欲
し
い
」
と
言
っ
た
と
い
う
。

杵屋彌三恵氏の略歴

昭和 22 年 8 月 24 日 倶知安に生まれる

昭和 46 年 3 月 花柳流名取となる

同年 結婚

平成 6年 7月 7日 （六麗子氏逝去）稽古場を引き継ぐ

平成 28 年 2 月 杵屋名取となる
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氏
は
、高
校
卒
業
後
、声
楽
を
学
ぶ
道
で
は
な
く
、本
格
的
に
古
典
芸
能
の
道
へ
進
み
、

六
麗
子
氏
に
つ
い
て
長
唄
を
、
小
樽
在
住
の
花
柳
多
喜
代
氏
（
初
代
、
現
在
は
息
女
が

二
代
目
を
継
い
で
い
る
）
に
つ
い
て
花
柳
流
を
学
ん
だ
。

（
二
）
日
本
舞
踊
の
芸
歴

　

新
た
に
通
い
始
め
た
花
柳
多
喜
代
氏
の
稽
古
場
に
は
、
地
元
の
商
店
や
、
病
院
な
ど

小
樽
近
隣
に
も
名
の
通
っ
た
と
こ
ろ
の
夫
人
や
子
女
が
多
く
通
っ
て
い
た
。
特
に
子
供

か
ら
青
年
の
割
合
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
稽
古
環
境
に
張
り
合
い
が
あ
っ
た
と
い
う
。

藤
間
流
で
は
幼
少
期
か
ら
始
め
た
こ
と
も
あ
っ
て
小
さ
い
曲
を
多
く
学
ん
だ
が
、
多
喜

代
氏
の
も
と
で
は
曲
も
次
第
に
難
し
い
も
の
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

多
喜
代
氏
の
温
習
会
で
は
、
小
樽
市
民
会
館
を
会
場
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
多
く
、

規
模
の
大
き
な
も
の
も
行
わ
れ
た
。
特
に
大
き
な
会
の
費
用
は
、「
つ
き
あ
い
」
と
い
う

面
か
ら
も
、「
大
変
に
お
金
が
か
か
っ
た
と
思
う
」
と
い
う
が
、
六
麗
子
氏
は
芸
事
に
は

惜
し
む
こ
と
な
く
、
彌
三
恵
氏
を
温
習
会
へ
出
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

　

一
般
的
な
日
本
舞
踊
の
温
習
会
は
、
浴
衣
浚
い
の
よ
う
に
浴
衣
や
簡
単
な
着
物
で
演

じ
る
場
合
か
ら
、
本
格
的
な
衣
装
を
つ
け
、
化
粧
や
鬘
は
も
ち
ろ
ん
、
舞
台
背
景
も
プ

ロ
が
公
演
す
る
際
と
同
じ
も
の
を
用
い
る
場
合
が
あ
る
。
出
演
も
弟
子
全
員
が
出
る
場

合
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
、
そ
の
規
模
は
様
々
で
あ
る
。

　

写
真
２
は
、
二
十
二
歳
頃
に
行
わ
れ
た
温
習
会
で
「
浦
島
」
を
踊
る
氏
と
、
後
見
と

し
て
写
る
多
喜
代
氏
で
あ
る
。
写
真
３
は
舞
台
衣
装
を
ま
と
っ
た
記
念
写
真
で
あ
る
。

　

「
浦
島
」
は
、
師
匠
か
ら
氏
の
技
量
を
見
込
ま
れ
、
難
易
度
の
高
い
場
面
（
浦
島
太

郎
が
玉
手
箱
を
開
け
て
老
人
に
な
る
瞬
間
）
を
、
舞
台
袖
に
下
が
ら
ず
演
じ
切
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た

（
一
二
）。

若
者
か
ら
老
人
に
な
る
ま
で
の
変
化
を
特
徴
と
す
る
面
白
さ
が
あ

り
、
好
き
な
演
目
の
ひ
と
つ
だ
と
い
う
。
彌
三
恵
氏
は
、
日
本
舞
踊
を
学
ぶ
よ
り
先
に

長
唄
を
学
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
詞
章
の
情
景
や
人
物
の
心
情
な
ど
、
曲
に
対
す
る
理

解
は
深
か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
温
習
会
へ
は
六
麗
子
氏
や
弟
子
も
観
に
来
て
お
り
、
招
待
者
へ
の
切
符
、
弁
当

な
ど
の
費
用
は
、
現
在
の
事
情
と
比
べ
れ
ば
「
派
手
な
時
代
だ
っ
た
」
と
い
う
。
こ
の

温
習
会
で
は
、
六
麗
子
氏
に
代
わ
っ
て
ニ
セ
コ
の
藤
間
流
の
先
生
が
世
話
役
を
引
き
受

け
て
く
れ
た
と
い
う
。

　

花
柳
流
へ
入
門
し
て
五
年
を
経
て
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
、
二
十
三
歳
で
「
花
柳
多

喜
紫
恵
」
の
名
前
を
も
ら
い
名
取
と
な
っ
た
。
免
状
を
得
て
か
ら
は
、
地
元
で
弟
子
を

取
る
よ
う
に
な
り
、
稽
古
場
の
看
板
を
掲
げ
た
。

　

昭
和
四
十
六
年
に
結
婚
す
る
ま
で
は
、
長
唄
で
は
六
麗
子
氏
か
ら
稽
古
を
つ
け
ら
れ
、

花
柳
流
で
は
自
身
も
弟
子
も
取
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
芸
一
筋
の
生
活
だ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
六
麗
子
氏
の
外
出
す
る
際
は
必
ず
同
行
し
て
行
動
を
助
け
、
二
人
三
脚
で
の
歩

み
だ
っ
た
の
で
、「
普
通
の
生
活
」
を
知
っ
た
の
は
結
婚
し
て
か
ら
だ
っ
た
と
い
う
。

　

教
え
る
よ
う
に
な
っ
て
最
初
の
頃
の
弟
子
は
子
供
が
多
く
、
徐
々
に
中
年
以
上
の
大

人
も
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
弟
子
は
、
師
匠
で
あ
る
多
喜
代
氏
と
同
様
に
、
商

店
の
夫
人
や
子
女
が
多
く
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
の
人
は
弟
子
に
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

長
唄
を
教
え
る
六
麗
子
氏
の
弟
子
に
は
男
性
も
い
た
が
、
花
柳
流
の
弟
子
に
男
性
は
い

な
か
っ
た
。
ま
た
、
名
取
弟
子
は
出
し
て
い
な
い
が
、
自
身
の
子
育
て
が
終
わ
っ
た
昭

和
五
十
五
年
頃
は
最
も
弟
子
の
数
が
多
く
、
二
十
人
程
が
稽
古
に
来
て
い
た
。
六
麗
子

氏
の
弟
子
と
同
様
、
昭
和
四
十
年
代
の
日
本
舞
踊
の
弟
子
層
に
は
大
き
な
違
い
は
み
ら

れ
な
い
。

（
三
）
長
唄
の
芸
歴

　

母
仕
込
み
の
長
唄
も
上
達
し
て
き
た
こ
ろ
、名
取
と
な
る
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。
一
度
目
は
、
長
女
の
出
産
前
で
、
宗
家
が
札
幌
に
公
演
を
行
う
折
に
合
わ

せ
て
試
験
を
受
け
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
体
調
不
良
に
よ
り
い
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。

　

二
度
目
は
、
出
産
後
し
ば
ら
く
し
て
落
ち
着
い
た
頃
に
考
え
た
。
宗
家
の
杵
屋
六
左
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衛
門
は
、
昭
和
四
十
九
年
に
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
に
認
定
さ
れ
、
活
躍
の
場
を
さ

ら
に
広
げ
て
後
進
の
育
成
に
努
め
て
い
た
最
中
で
あ
っ
た
。
昭
和
五
十
六
年
に
十
五
代

目
へ
と
代
替
わ
り
し
た
の
ち
は
、
以
前
の
よ
う
に
札
幌
で
演
奏
会
を
開
く
こ
と
が
少
な

く
な
り
、
六
麗
子
氏
の
名
取
を
出
す
試
験
も
困
難
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
東

京
へ
出
向
け
ば
試
験
は
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
が
、
母
の
事
情
を
考
慮
す
れ
ば
現

実
的
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
後
も
稽
古
は
続
け
て
い
た
が
、
名
取
試
験
を
受
け
る

機
会
を
逸
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　

六
麗
子
氏
が
逝
去
さ
れ
た
の
ち
の
平
成
十
七
、
十
八
年
頃
に
、
稽
古
場
を
引
き
継
い

で
長
唄
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
免
状
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
看
板
は
掲
げ

な
か
っ
た
。
花
柳
流
の
稽
古
も
行
っ
て
い
た
の
で
、
弟
子
は
日
本
舞
踊
と
長
唄
、
双
方

習
う
人
も
い
た
。
長
唄
で
は
、
平
成
二
十
年
頃
が
最
も
弟
子
の
数
が
多
く
、
十
人
程
度

が
稽
古
に
来
て
い
た
と
い
う
。
倶
知
安
町
以
外
に
、
蘭
越
町
、
ニ
セ
コ
町
な
ど
近
隣
地

域
か
ら
車
で
通
っ
て
来
る
弟
子
も
い
る
。
家
庭
の
夫
人
が
多
い
の
で
、
夫
が
送
迎
や
三

味
線
の
持
ち
運
び
を
手
伝
う
箱
屋
の
よ
う
な
光
景
も
み
ら
れ
た
。

　

彌
三
恵
氏
が
主
催
す
る
温
習
会
は
、
毎
年
新
年
の
「
お
弾
き
初
め
」
と
、
夏
の
「
浴

衣
浚
い
」
が
あ
る
。
日
本
舞
踊
の
稽
古
場
が
あ
る
の
で
、
本
番
前
の
下
浚
い
は
自
宅
で

行
う
こ
と
が
で
き
た
。
普
段
の
稽
古
は
家
庭
の
あ
る
弟
子
が
多
い
た
め
、
弟
子
の
都
合

の
つ
く
時
間
に
指
導
を
し
て
い
る
が
、
下
浚
い
は
集
合
時
間
と
帰
宅
時
間
に
配
慮
し
て

い
て
も
、
夜
ま
で
か
か
っ
て
し
ま
う
。
毎
年
、
本
番
前
に
は
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か

稽
古
を
行
う
こ
と
に
な
る
が
、
弟
子
の
家
庭
で
は
理
解
者
が
多
い
と
い
う
。

　

本
番
は
、
前
半
に
踊
り
、
後
半
に
長
唄
と
い
う
構
成
で
、
間
に
賛
助
出
演
者
が
笛
を

演
奏
す
る
こ
と
も
あ
る
。
日
本
舞
踊
の
最
後
の
温
習
会
は
、
平
成
二
十
八
年
夏
に
お
こ

な
い
、
以
後
は
長
唄
に
専
念
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
平
成
二
十
八
年
二
月
に
、
杵

屋
彌
三
郎
派
の
名
取
と
な
っ
た
。
取
立
師
匠
は
、
花
柳
多
喜
代
氏
の
も
と
で
稽
古
を
し

て
い
た
縁
の
あ
る
杵
屋
彌
三
文
氏
で
、
氏
と
同
様
に
長
唄
も
幼
少
期
よ
り
続
け
て
い
た

芸
歴
が
あ
る
。

　

同
年
七
月
に
取
立
師
匠
ら
と
共
に
襲
名
披
露
を
兼
ね
た
温
習
会
を
行
っ
た
。
現
在
氏

は
、
取
立
師
匠
の
稽
古
場
が
あ
る
札
幌
へ
稽
古
に
通
い
な
が
ら
、
地
元
で
は
弟
子
に
指

導
す
る
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

三　

地
域
と
の
関
わ
り

　

彌
三
恵
氏
は
、
古
典
芸
能
の
稽
古
以
外
に
も
、
地
域
で
の
文
化
的
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
町
で
は
夏
に
開
催
さ
れ
る
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
盆
踊
り
の
指
導
を
氏
に
依
頼
し

て
お
り
、
祭
り
の
季
節
が
近
く
な
る
と
氏
は
参
加
者
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

地
域
の
祭
り
と
し
て
は
、
八
幡
宮
（
現
倶
知
安
神
社
）
の
例
大
祭
や
金
比
羅
祭
り
が

古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
が
、
信
仰
に
基
づ
く
歴
史
を
持
つ
祭
り
以
外
に
、
地
域
の
活

性
化
、観
光
産
業
の
促
進
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
祭
り
が
あ
る
。
名
称
は
現
在
「
く
っ

ち
ゃ
ん
じ
ゃ
が
祭
り
」だ
が
、そ
の
は
じ
ま
り
は
、昭
和
三
十
八
年
の「
産
業
観
光
ま
つ
り
」

で
、
そ
の
後
「
羊
蹄
火
ま
つ
り
」
と
い
う
名
称
に
変
わ
っ
て
い
る

（
一
三
）。

　

祭
り
で
踊
ら
れ
て
い
る
「
じ
ゃ
が
音
頭
」
は
、「
羊
蹄
火
ま
つ
り
」
か
ら
「
く
っ
ち
ゃ

ん
じ
ゃ
が
祭
り
」
へ
と
名
称
が
改
め
ら
れ
た
昭
和
五
十
二
年
に
制
作
さ
れ
、
第
十
六
回

「
く
っ
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
が
祭
り
」か
ら
使
わ
れ
始
め
た
も
の
で
あ
る（

一
四
）。

そ
れ
以
前
は
、「
倶

知
安
小
唄
」
が
盆
踊
り
と
し
て
踊
ら
れ
て
い
た
。「
倶
知
安
小
唄
」
は
、
彌
三
恵
氏
が
高

校
生
の
時
に
で
き
た
も
の
で
、
氏
が
唄
い
テ
ー
プ
に
吹
き
込
ん
だ
も
の
が
残
さ
れ
て
い

る
。
歌
詞
を
文
末
資
料
と
し
て
掲
載
し
た
。

　

倶
知
安
小
唄
は
、
パ
レ
ー
ド
形
式
で
踊
ら
れ
て
い
て
、
基
本
と
し
て
は
左
右
対
象
に

動
く
振
り
が
あ
り
、
山
（
羊
蹄
山
）
を
仰
ぎ
指
さ
す
動
作
、
山
の
稜
線
を
描
く
よ
う
に

し
て
山
を
表
す
動
作
が
特
徴
で
あ
る

（
一
五
）。

現
在
の
「
じ
ゃ
が
音
頭
」
は
盆
踊
り
形
式

で
踊
ら
れ
て
い
る
。

　

祭
り
の
名
称
が
改
め
ら
れ
て
こ
と
を
機
に
、「
じ
ゃ
が
音
頭
」
が
制
作
さ
れ
て
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
指
導
す
る
立
場
の
感
想
と
し
て
、「
倶
知
安
小
唄
」
は
女
性
的
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な
動
作
が
多
か
っ
た
こ
と
に
対
し
、「
じ
ゃ
が
音
頭
」
は
年
々
増
加
す
る
男
性
参
加
者
が

踊
り
や
す
く
、
ま
た
機
敏
さ
が
増
し
て
よ
り
活
気
が
出
る
動
作
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

最
近
で
は
協
賛
企
業
や
役
場
の
男
性
、
自
衛
隊
か
ら
の
参
加
も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
現
代
の
人
に
合
っ
た
振
り
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

「
倶
知
安
小
唄
」
は
現
在
の
ま
つ
り
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
制
作
さ
れ
た
町

の
当
時
の
特
色
や
様
相
を
語
る
資
料
と
し
て
、
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
聞
き
取
り
調
査
を
中
心
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
古
典
芸
能
の
稽
古
と
指

導
の
過
程
、
お
よ
び
地
域
と
の
関
係
を
通
し
て
、
そ
の
事
績
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
。

　

一
人
目
は
、
両
親
の
影
響
で
古
典
芸
能
を
習
得
し
、
二
十
歳
こ
ろ
か
ら
長
唄
師
匠
と

し
て
地
域
で
活
動
を
続
け
た
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
二
人
目
は
、聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

た
人
物
で
、一
人
目
の
実
子
で
あ
る
。母
親
の
指
導
の
も
と
に
三
味
線
音
楽
を
習
得
し
た
。

ま
た
日
本
舞
踊
の
花
柳
流
も
習
得
し
、
二
十
三
歳
に
は
師
範
免
状
を
取
得
し
、
師
匠
と

し
て
地
域
の
人
々
を
教
え
て
き
た
。

　

古
典
芸
能
に
お
け
る
人
物
研
究
は
、
流
派
一
門
を
組
織
す
る
家
元
や
、
著
名
な
実
演

家
が
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
人
物
は
、
演
奏
法
の
開
発
や
画
期

的
な
新
曲
の
作
成
、
舞
台
公
演
で
の
振
り
付
け
な
ど
を
主
と
し
た
活
動
に
し
て
い
な
い

た
め
、
世
間
か
ら
大
き
く
注
目
さ
れ
る
対
象
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た

地
域
で
師
匠
と
な
っ
た
人
物
の
生
い
立
ち
、
指
導
す
る
立
場
に
至
る
ま
で
の
過
程
、
弟

子
の
育
成
や
温
習
会
の
実
績
を
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
典
芸
能
の
習
得
か
ら
継

承
ま
で
、
そ
し
て
地
域
に
お
け
る
時
代
の
様
相
、
地
域
の
特
徴
を
考
察
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
人
物
研
究
は
少
数
の
事
例
に
と
ど
ま
る
と
、
地
域
性
や
、
都

市
と
の
共
通
項
を
十
分
に
検
討
で
き
な
い
た
め
、
今
後
の
更
な
る
積
み
重
ね
が
必
要
と

な
る
。

　

個
人
の
生
い
立
ち
や
、
稽
古
を
は
じ
め
る
に
至
っ
た
動
機
、
個
人
を
取
り
巻
く
環
境

や
転
機
は
、一
般
化
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、稽
古
は
一
生
続
く
修
行
で
あ
り
、

そ
の
様
相
の
み
を
記
し
て
も
得
ら
れ
る
情
報
は
限
ら
れ
る
が
、
個
人
の
経
歴
な
ど
を
含

め
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
に
お
け
る
実
績
の
一
端
が
明
ら
か
と
な
る
。

　

以
上
の
視
点
か
ら
本
稿
を
通
し
て
、
都
市
と
共
通
項
、
そ
し
て
地
域
の
特
徴
に
つ
い

て
ま
と
め
た
い
。

　

ま
ず
、
邦
楽
師
匠
と
弟
子
に
つ
い
て
、
北
海
道
地
域
と
都
市
の
共
通
項
と
推
測
さ
れ

る
の
は
、
弟
子
の
職
業
で
あ
る
。
六
麗
子
氏
が
稽
古
を
始
め
る
年
齢
に
達
し
た
時
、
時

代
は
昭
和
初
期
で
あ
っ
た
。
東
京
で
は
既
に
新
中
間
層
と
い
う
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
地
域

社
会
を
構
成
す
る
主
要
な
層
と
な
っ
て
い
る
時
期
で
あ
る
。
都
市
部
で
も
職
人
や
商
店

を
営
む
、
旧
来
か
ら
あ
る
職
業
の
人
々
か
ら
日
本
舞
踊
や
三
味
線
音
楽
は
支
持
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
洋
楽
が
徐
々
に
日
常
生
活
へ
浸
透
し
、
学
校
教
育
で
も
西
洋
音
楽
が

中
心
に
学
ば
れ
て
お
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
の
人
々
か
ら
は
縁
遠
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
傾
向
が
垣
間
見
え
る
。
戦
前
の
大
都
市
に
お
い
て
三
味
線
音
楽
や
日
本
舞
踊
な
ど

の
古
典
芸
能
は
、
一
般
教
養
と
し
て
女
子
が
学
び
、
ま
た
趣
味
娯
楽
と
し
て
商
店
の
旦

那
衆
や
夫
人
が
嗜
む
も
の
と
し
て
日
常
に
広
く
浸
透
し
て
い
た
。
漁
業
、
商
業
を
営
ん

で
い
た
六
麗
子
氏
の
両
親
が
、
氏
に
古
典
芸
能
を
習
得
さ
せ
た
と
い
う
経
緯
は
、
都
市

と
共
通
す
る
傾
向
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
加
え
て
、
彌
三
恵
氏
が
日
本
舞
踊
を
教

え
始
め
た
昭
和
四
十
年
代
も
、
弟
子
の
職
業
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
い
な
か
っ
た
こ
と
も

同
様
で
あ
る
。

　

ま
た
、
両
氏
と
も
、
長
く
稽
古
を
続
け
る
弟
子
は
割
合
と
し
て
多
か
っ
た
が
、
近
年

で
は
子
供
や
青
年
と
い
っ
た
若
い
世
代
の
入
門
が
見
ら
れ
な
い
。
平
成
十
一
年
の
学
習

指
導
要
領
改
訂
に
よ
り
中
学
校
の
音
楽
教
育
で
邦
楽
が
必
修
化
さ
れ
、
同
時
に
小
学
校

で
も
邦
楽
が
学
習
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
学
校
教
育
以
外
で
邦
楽
、
特
に
三
味
線
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音
楽
を
習
う
こ
と
は
、
年
配
者
の
嗜
み
で
あ
り
、
ピ
ア
ノ
や
バ
レ
エ
ほ
ど
一
般
的
な
お

稽
古
事
で
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

　

次
に
地
域
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
密
接
な
関

係
で
あ
る
。
彌
三
恵
氏
は
盆
踊
り
な
ど
地
域
の
振
興
活
性
イ
ベ
ン
ト
に
も
携
わ
り
、
踊

り
の
指
導
や
振
り
付
け
の
手
直
し
な
ど
も
行
っ
て
き
た
。
本
来
の
職
業
は
古
典
芸
能
の

師
匠
で
あ
る
が
、
地
域
に
お
い
て
は
、
職
業
柄
を
活
か
し
た
活
動
も
期
待
さ
れ
る
役
割

の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

倶
知
安
小
唄
は
、氏
が
テ
ー
プ
録
音
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、特
別
縁
故
が
深
く
、

本
稿
で
は
地
域
歌
曲
の
調
査
に
及
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
曲
の
多
く
に
地
理
環
境
の
み
な

ら
ず
、
制
作
さ
れ
た
年
代
の
産
業
、
情
景
が
深
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
倶
知
安

町
で
は
、
特
産
品
で
あ
る
じ
ゃ
が
い
も
を
全
面
的
に
押
し
出
し
て
い
る
が
、
今
で
は
み

る
こ
と
の
で
き
な
い
競
馬
や
養
蚕
な
ど
、
地
域
の
歴
史
を
再
認
識
で
き
る
も
の
と
し
て

の
歌
の
存
在
に
着
目
す
る
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
彌
三
恵
氏
が
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
以
外
に
、
弟
子
や
そ
の

家
族
、
知
人
が
温
習
会
へ
積
極
的
な
参
加
を
し
て
い
る
。
古
典
芸
能
に
ど
れ
だ
け
興
味
関

心
が
あ
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
弟
子
に
は
商
店
の
夫
人
が
多
い
こ
と
か
ら
、

商
店
組
合
の
関
係
者
が
多
い
。
ま
た
、弟
子
の
中
に
は
無
尽
や
御
詠
歌
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
加
入
し
て
い
る
者
も
多
く
、
参
加
者
の
重
複
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
つ
き

あ
い
」
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
へ
反
映
さ
せ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
本
稿
の
二
名
の
事
例
か
ら
は
、
北
海
道
地
方
に
お
い
て
流
派
へ
の
入
門
動

機
が
限
定
的
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
札
幌
の
よ
う
な
大
き

な
町
を
除
外
す
る
と
、
生
活
す
る
地
域
に
古
典
芸
能
の
師
匠
は
、
地
域
の
人
が
選
択
で

き
る
ほ
ど
お
ら
ず
、
自
然
と
集
約
さ
れ
る
か
た
ち
に
な
る
。
倶
知
安
町
の
よ
う
に
降
雪

量
の
多
い
地
域
で
は
、
雪
が
交
通
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
日
常
的
で
あ
り
、
稽
古
場

が
遠
距
離
で
あ
れ
ば
、
冬
季
の
稽
古
は
続
け
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性

も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
古
典
芸
能
の
師
匠
と
花
街
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。
明
治
以
降
に

市
街
地
と
な
っ
た
地
域
に
、師
匠
が
居
る
（
も
し
く
は
出
稽
古
に
来
る
）
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
地
域
に
花
街
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
倶
知
安
町
に
は

大
正
八
年
に
倶
知
安
見
番
、
共
和
見
番
の
二
つ
が
設
置
さ
れ
、
最
盛
期
に
は
芸
妓
が
約

五
十
名
在
籍
し
て
い
た

（
一
六
）。

大
正
五
年
の
『
倶
知
安
史
』
に
は
、
大
都
市
の
も
の
に

比
肩
す
る
建
物
の
料
亭
も
写
真
入
り
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

芸
妓
に
は
稽
古
を
つ
け
る
師
匠
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
遊
芸
師
匠
は
花
街
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
が
、
倶
知
安
花
街
の
師
匠
の
数
や
演
目
、
流
派
は
明
ら

か
で
な
い
。
し
た
が
っ
て
六
麗
子
氏
の
師
匠
と
の
関
わ
り
も
不
明
だ
が
、
倶
知
安
と
い

う
地
域
に
古
典
芸
能
の
師
匠
が
居
た
（
出
入
り
が
あ
っ
た
）
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
。ま
た
、六
麗
子
氏
が
札
幌
の
芸
妓
置
屋
に
住
ん
で
い
た
経
緯
も
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

花
街
と
遊
芸
師
匠
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
た
い
。

謝
辞

　

倶
知
安
町
は
「
ス
キ
ー
の
町
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
積
雪
量
は
住
民
の

生
活
に
と
っ
て
大
変
な
苦
労
と
な
る
側
面
も
有
し
て
い
る
。
目
が
不
自
由
に
も
関
わ
ら

ず
冬
は
豪
雪
の
な
か
で
生
活
し
、
通
っ
て
く
る
弟
子
に
稽
古
を
つ
け
た
六
麗
子
氏
の
生

涯
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
彌
三
恵
氏
は
、
六
麗
子
氏
が
大
変
な
努
力
家
で
あ
り
、
自
分

で
出
来
る
こ
と
は
出
来
る
だ
け
自
分
で
し
た
人
だ
っ
た
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
っ
て

い
る
。

　

そ
し
て
、
縁
あ
っ
て
本
調
査
に
快
く
協
力
を
し
て
下
さ
っ
た
杵
屋
彌
三
恵
氏
だ
が
、

聞
き
取
り
に
お
い
て
家
庭
の
事
情
に
立
ち
入
る
こ
と
に
な
り
、
幾
度
と
な
く
無
遠
慮
な

質
問
を
重
ね
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
丁
寧
に
説
明
を
し
て
下
さ
っ
た
。
感
謝
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
る
。

　

ま
た
、
地
域
に
親
し
ま
れ
て
い
る
唄
や
祭
り
の
調
査
に
お
い
て
は
、
倶
知
安
町
役
場

ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
課
商
工
労
働
・
企
画
誘
致
係
の
加
藤
貴
大
氏
よ
り
、
保
存
簿
冊
か

ら
何
点
か
の
資
料
（
歌
詞
）
を
提
供
頂
い
た
（
平
成
三
十
年
一
月
二
十
一
日
）。
御
礼
を

申
し
上
げ
る
。
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資　

料

　
　
　
　
　
　
　

作
詞　

青
山
千
代
松　
　

作
曲　

佐
藤
文
紘

春
は
若
葉
の
香
り
に
ゆ
れ
て

羊や

蹄ま

も
ほ
ん
の
り
あ
の
薄
化
粧

眺
め
う
れ
し
く
麓
を
行
け
ば

月
も
夢
見
る
半
月
湖

＊
ほ
ん
に
ね　

ほ
ん
に
倶
知
安　

よ
い
と
こ
ろ

娘
心
を
お
薯
の
花
に

染
め
て
や
さ
し
い
男
爵
絞
り

恋
の
紅
丸
繁
昌
の
街
に

あ
か
い
ネ
オ
ン
の
灯
が
と
も
る

＊
く
り
返
し

早
稲
も
晩
生
も
穂
に
穂
が
咲
い
て

今
年
し
ゃ
豊
年
一
目
に
千
里

ゆ
れ
る
穂
波
に
八
幡
様
の

祝
い
太
鼓
が
ま
た
び
び
く

＊
く
り
返
し

仰
ぐ
銀
嶺
う
れ
し
じ
ゃ
な
い
か

躍
る
こ
こ
ろ
に
呼
ぶ
呼
ぶ
ニ
セ
コ

さ
っ
と
滑
れ
ば
月
さ
え
冴
え
て

温い
で
ゆ泉

山
田
の
灯
が
ま
ね
く

＊
く
り
返
し

　

こ
の
唄
は
、
昭
和
三
十
六
年
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
昭
和
二
十
六
年
の
町

の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
誕
生
し
た
唄
で
あ
る
。
一
番
は
春
と
、
倶
知
安
を
取
り
巻

く
自
然
環
境
、
羊
蹄
山
、
そ
の
麓
に
浮
か
ぶ
半
月
湖
を
唄
っ
て
い
る
。

　

二
番
は
夏
で
、
倶
知
安
の
名
産
品
で
あ
る
じ
ゃ
が
い
も
と
、
そ
こ
か
ら
染
色
品
に
か

け
て
恋
を
唄
っ
て
い
る
。
紅
ま
る
は
、
じ
ゃ
が
い
も
の
品
種
名
、
そ
し
て
ネ
オ
ン
は
繁

華
街
を
表
し
て
い
る
。

　

三
番
は
秋
で
、
豊
穣
へ
祝
い
と
神
社
の
に
ぎ
わ
い
を
唄
っ
て
い
る
。
八
幡
様
は
明
治

二
十
九
年
に
石
清
水
八
幡
宮
よ
り
勧
進
さ
れ
た
八
幡
神
社
で
現
在
の
倶
知
安
神
社
で
あ

る
（
一
七
）。

　

四
番
は
冬
、
銀
嶺
は
山
に
降
り
積
も
っ
た
雪
を
、「
さ
っ
と
す
べ
れ
ば
」
は
ス
キ
ー
を
、

「
い
で
湯
山
田
」
は
、
当
時
た
だ
一
軒
の
山
田
温
泉
を
唄
っ
て
い
る

（
一
八
）。

現
在
は
ニ
セ

コ
の
周
辺
地
域
に
大
小
温
泉
施
設
が
あ
り
、
ま
た
ヒ
ラ
フ
ス
キ
ー
場
に
訪
れ
る
外
国
人

の
ス
キ
ー
客
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
外
資
系
ホ
テ
ル
に
も
温
泉
が
ひ
か
れ
て
い
る
ほ

ど
温
泉
地
と
し
て
有
名
だ
が
、
当
時
は
一
軒
の
み
で
、
観
光
地
化
す
る
前
の
光
景
が
唄

の
中
に
残
っ
て
い
る
。

倶
知
安
小
唄
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作
詞　

谷
村
美
之
二　
　

作
曲　

山
内
伶
晃

花
見
音
頭
は　

旭
ヶ
丘
よ
ネ

君
と
な
ら
ん
で　

ス
テ
ッ
プ
踏
ん
で

街
の
な
が
め
も　

エ
ー
花
ぐ
も
り

ナ
ン
ト
ソ
レ　

ナ
ン
ト
ソ
レ　

花
ぐ
も
り　

花
ぐ
も
り

麓
半
月
湖
は　

鏡
と
澄
ん
で
ネ

雪
を
い
だ
い
て　

あ
の
え
ぞ
富
士
が

伊
達
な
姿
の　

エ
ー
う
す
化
粧

ナ
ン
ト
ソ
レ　

ナ
ン
ト
ソ
レ　

う
す
化
粧　

う
す
化
粧

主
は
栗
毛
に　

わ
た
し
は
鹿
毛
に
ネ

か
け
る
馬
券
も　

手
に
手
を
と
つ
て

競
馬
日
和
の　

エ
ー
二
人
づ
れ

ナ
ン
ト
ソ
レ　

ナ
ン
ト
ソ
レ　

二
人
づ
れ　

二
人
づ
れ

み
の
る
稲
穂
よ　

黄
金
の
波
よ
ネ

お
盆
や
ぐ
ら
の　

豊
年
踊
り

〽
月
も
踊
る
よ　

エ
ー
品
も
よ
く

ナ
ン
ト
ソ
レ　

ナ
ン
ト
ソ
レ　

品
も
よ
く　

品
も
よ
く　

蚕
か
は
い
や　

絹
糸
娘
ネ

う
ず
ら
白
丸　

花
咲
く
さ
か
り

君
に
あ
げ
ま
し
ょ　

エ
ー
除
虫
菊

ナ
ン
ト
ソ
レ　

ナ
ン
ト
ソ
レ　

除
虫
菊　

除
虫
菊

さ
っ
と
す
べ
ろ
よ　

ニ
セ
コ
の
嶺
で
ネ

ち
る
よ
粉
雪　

ス
ト
ッ
ク
あ
げ
て

心
ほ
ん
の
り　

エ
ー
湯
の
香
り

ナ
ン
ト
ソ
レ　

ナ
ン
ト
ソ
レ　

湯
の
香
り　

湯
の
香
り

　

先
の
倶
知
安
小
唄
同
様
、
自
然
景
観
や
地
域
の
産
業
を
含
ん
だ
歌
詞
で
あ
る
。
制
作

年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
戦
前
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
歌
詞
に
は
じ
ゃ
が
い
も

は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
稲
作
や
養
蚕
、
競
馬
を
倶
知
安
の
特
色
と
し
て
唄
っ

て
い
る
。

　

二
番
の
「
え
ぞ
富
士
」
は
羊
蹄
山
の
別
名
で
あ
り
、
現
在
も
「
蝦
夷
富
士
」
と
呼
ぶ

人
は
少
な
く
な
い
。『
倶
知
安
史
』
に
は
、「
北
海
道
第
一
の
高
山
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

三
番
の
「
馬
券
」
は
、
明
治
期
に
お
か
れ
た
倶
知
安
競
馬
場
を
意
味
す
る
。
明
治
四

十
二
年
に
常
設
競
馬
場
が
完
成
し
、
昭
和
十
四
年
に
軍
馬
資
源
保
護
法
に
よ
っ
て
閉
鎖

さ
れ
る
ま
で
、
地
域
の
娯
楽
の
場
と
な
っ
た
。

　

五
番
の
「
蚕
」
は
、
明
治
三
十
二
年
に
始
ま
っ
た
養
蚕
を
唄
っ
て
い
る
。
倶
知
安
に

お
け
る
養
蚕
は
、
同
年
、
二
戸
の
養
蚕
農
家
を
嚆
矢
と
し
、
三
十
八
年
に
は
三
十
八
戸

ま
で
増
加
し
た
。
翌
三
十
九
年
に
は
指
導
員
を
導
入
し
て
注
力
し
た
結
果
、
百
三
十
六

戸
に
、
翌
四
十
年
に
は
百
七
十
三
戸
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
で
は
野
桑
を
用

い
た
い
た
た
め
、
薪
炭
材
と
し
て
桑
が
盛
ん
に
採
取
さ
れ
、
餌
の
調
達
が
困
難
と
な
り

次
第
に
衰
退
し
た

（
一
九
）。

な
お
、
ど
ち
ら
の
倶
知
安
小
唄
も
倶
知
安
の
産
業
で
あ
る
林

業
に
つ
い
て
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

二
種
類
の
倶
知
安
小
唄
以
外
に
も
、「
倶
知
安
馬
鈴
薯
小
唄
」
や
、「
ス
キ
ー
小
唄
」、

「
後
志
音
頭
」、「
ニ
セ
コ
の
月
」、「
北
海
道
鉄
道
唱
歌
」
な
ど
が
地
域
の
歌
と
し
て
住
民

倶
知
安
小
唄

別
バ
ー
ジ
ョ
ン
（
倶
知
安
町
ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
課
商
工
労
働
・
企
画
誘
致

係
保
管
簿
冊
よ
り
）
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に
親
し
ま
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
歌
は
、
現
在
は
年
配
者

が
口
ず
さ
む
程
度
で
あ
る
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
小
中
学
校
の
校
歌
で

は
、
地
域
の
自
然
地
理
も
歴
史
を
語

る
も
の
と
し
て
歌
い
継
が
れ
て
い
る

が
、
こ
う
い
っ
た
地
域
住
民
に
広
く

知
ら
れ
た
歌
は
、
制
作
さ
れ
た
町
の

当
時
の
特
色
や
様
相
を
語
る
資
料
と

し
て
、
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

写真３　記念写真 写真２　後見は取立師匠の花柳多喜代氏

写真１　長唄の免許状（二十）
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【
注
】

（
一
）
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
に
磯
谷
村
と
し
て
発
足
、
現
在
の
寿
都
町
、
蘭
越

町
の
一
部
。『
寿
都
島
牧
歌
棄
磯
谷
郡
役
所
統
計
概
表
』
寿
都
島
牧
歌
棄
磯
谷
郡
役

所
、
明
治
二
十
一
年
～
二
十
六
年
の
統
計
表
を
参
照
し
た
。

（
二
）
北
海
出
版
社
編
『
後
志
国
要
覧
』
明
治
四
十
二
年
、北
海
道
出
版
社
、二
十
六
頁
。

後
志
地
域
で
は
、
代
議
士
よ
り
漁
業
家
の
存
在
が
目
立
つ
の
も
、
こ
の
地
方
の
特

色
を
表
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
三
）
倶
知
安
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
倶
知
安
町
史
』（
昭
和
三
十
六
年
、
倶
知
安
町
長

高
橋
清
吉
発
）
二
八
四
～
二
八
五
頁
。

（
四
）
三
女
（
彌
三
恵
氏
の
叔
母
）
は
、
中
年
に
な
っ
て
か
ら
（
子
育
て
が
落
ち
着
い

て
か
ら
）
長
唄
他
派
の
名
取
と
な
っ
て
い
る
。

（
五
）明
治
二
十
九
年
～
昭
和
四
十
九
年
。長
唄
三
味
線
方
。杵
屋
宗
家
十
二
代
、十
三
代
、

十
四
代
杵
屋
六
左
衛
門
に
師
事
し
、
歌
舞
伎
座
、
帝
劇
、
国
立
劇
場
に
出
演
、
大

正
九
年
立
三
味
線
に
す
す
む
。
昭
和
四
十
七
年
芸
術
院
賞
。
本
名
は
赤
松
捨
次
郎
。

（
六
）
六
麗
子
氏
の
免
状
に
は
十
四
代
杵
屋
六
左
衛
門
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。

（
七
）
平
成
二
十
八
年
七
月
、
杵
屋
六
邦
子
氏
談
。

（
八
）
町
田
佳
声
、
植
田
隆
之
助
『
現
代
・
邦
楽
名
鑑 

第
二　

長
唄
編
』、
邦
楽
と
舞

踊
社
出
版
部
、
昭
和
四
十
一
年
。

（
九
）
前
掲
『
現
代
・
邦
楽
名
鑑 

第
二　

長
唄
編
』
三
十
六
頁
。

（
一
〇
）倶
知
安
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.tow

n.kutchan.hokkaido.jp/
（
平

成
二
十
九
年
十
二
月
一
日
閲
覧
）。

（
一
一
）
優
勝
者
は
次
年
度
の
大
会
へ
出
ら
れ
な
い
決
ま
り
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
高

校
一
年
次
は
参
加
せ
ず
。

（
一
二
）
演
出
と
し
て
、
彌
三
恵
氏
の
よ
う
に
演
じ
る
の
が
難
し
い
場
合
は
、
一
度
舞

台
袖
に
下
が
っ
て
老
人
に
変
装
し
、
再
び
登
場
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
。
演
奏

の
尺
通
り
に
変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
後
見
と
間
を
合
わ
せ
る
の
が
難
し
い
と

さ
れ
る
。

（
一
三
）
倶
知
安
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.tow
n.kutchan.hokkaido.jp/

culture-sports/kucchan-history/history-nenpyou/historyphoto-show
a/　

（
平
成
二
九
年
一
二
月
一
日
閲
覧
）。

（
一
四
）
作
成
に
あ
た
っ
て
の
顛
末
は
、
ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
課
か
ら
の
回
答
、
お
よ

び
『
俱
知
安
町
百
年
史
』
を
参
照
し
た
。

（
一
五
）
昭
和
三
十
八
年
頃
の
パ
レ
ー
ド
写
真
は
、「
あ
の
時
代
こ
の
時
代　

そ
の
四
十

八
『
停
車
場
通
り
の
情
景
』
四
」（『
広
報
く
っ
ち
ゃ
ん
七
月
号　

N
o.

一
〇
一
四
』

平
成
二
五
年
七
月
一
日
、
十
九
頁
）
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
六
）
前
掲
『
倶
知
安
町
史
』
二
八
八
頁
。

（
一
七
）
北
海
道
神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.hokkaidojinjacho.jp/

data/04/04046.htm
l　

（
平
成
二
十
九
年
十
二
月
一
日
閲
覧
）。

（
一
八
）
山
田
羊
麗
『
倶
知
安
史
』
大
正
五
年
、
山
田
実
次
、
十
一
～
十
二
頁
。
明
治

三
十
年
三
月
二
十
二
日
温
泉
と
し
て
認
可
。

（
一
九
）
前
掲
『
倶
知
安
史
』、
九
十
二
～
九
十
三
頁
。
養
蚕
衰
退
の
原
因
に
は
ほ
か
に

当
局
者
の
指
導
、
調
査
不
足
や
、
地
主
と
小
作
人
に
関
す
る
問
題
な
ど
も
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。

（
二
〇
）
平
成
二
十
八
年
七
月
、
執
筆
者
撮
影
。



Practice and Teaching of Classic Performing Arts in Hokkaido: 

Interview with a Nagauta Teacher 
 

HANDO Aya 

 
The acquirement, teaching and performance of classic performing arts such as 

Nagauta and Japanese dance have been understood through the careers of the 

masters and well-known performers. However, not much is known about the 
activities among the mid-level members of a given school, particularly those in areas 

that are not considered major. This study reveals the development of Shamisen 

music in non-major areas, especially the process of practice and teaching of classic 
performing arts in Hokkaido as well as the relationship between the teacher and the 

local community, by interviewing a person who has been engaged in teaching 

Shamisen music and dance by taking over the role from her mother. 
The first part describes the interviewee’s mother, a Nagauta teacher born in 1920. 

She started to learn classic performing arts in the beginning of the 1930s at her 

parents’ suggestion. After graduating from girls’ high school, she became a live-in 
disciple of Kineya Rokuichiro and acquired a license for Kineya Nagauta School in 

her teens. Having received this license, she returned to her hometown where she 

taught the people Nagauta before and after World War II. The interview unveiled 
the facts that she became independent as a teacher because she not only gained 

financial support and an understanding in performing arts from her parents, but she 

was also closely related with the local community with regard to her activity. 
The second part focuses on the interviewee. She learned Shamisen music under 

her mother’s teaching. She also learned Hanayagi School of Japanese dance and 

obtained a teaching license at the age of 23, after which she taught dance to the 
people. Moreover, she was engaged in events to promote activities of the area, such 

as Bon dance, by teaching dance and changing choreography. She has been selected 

to sing regional songs (not the folk songs that have been transmitted from the past 
but the songs intentionally made at that times) at events as well. Although she is a 

teacher of classic performing arts, it is clear that she had some other roles expected 

by the local community. 
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